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誤用から学ぶ中国語形容詞の使い方 

担 当 講 師 名 

 

賀 南（リベラルアーツ機構） 

 

講 座 の 趣 旨 

 

形容詞とは、品詞の一つで、事物の性質、状態などを表す語です。中国語

の形容詞述語文には独特なルールがあるため、その用法が比較的難しく、初

級、中級の段階で学習者にとっては誤用を起こしやすい難所の一つでありま

す。例えば、以下のような疑問を抱いたことがありませんか。 

・形容詞の前に“是”は置かれないが、“很”が付くのはなぜ？ 

・「形容詞＋名詞」の場合、仲介役の“的”は必要か？ 

・形容詞に過去形がないのが本当か？ 

・形容詞の否定は“不”だけでしょうか？ 

・形容詞にもいろいろ種類があるの？ 

本講座では皆さんがよく間違う文例をあげて、これらの疑問を解きながら、

誤用の原因を見つけ出し、形容詞の正しい使い方を確実に身に着けていく手

助けをしたいと思います。 

 

開 催 日 時 

 

２０１９年７月７日（日） １３：００～１４：３０ 

 

受 付 期 間 

 

２０１９年５月７日（火）～６月２８日（金） 

受 講 対 象 者 

 

一般市民（初級レベル以上） 

           20 名 
場所 北部生涯学習推進センター 

講 座 内 容 

学習者によくある誤用例を分析し、中国語形容詞の区分、形容詞述語文の文

法的特徴などをおさらいします。最後に、中検形式の練習にチャレンジする

ことで、形容詞の正しい使い方を覚えて行きましょう。一日のスケジュール

をつけてみましょう 

備    考 

 

ＰＣ持込可 

 


